Sentinel System Driver PD-5.39のインストール

（Windows 9x /NT /ME /2000）
Sentinel System Driverのバージョン5.39以降では、Windows Installerを使用してWindows 9x /NT /2000のどのシステムにもドライバを通常のアプリケーションのようにインストールできます。　ここではそのインストール手順を説明します。

レガシー･インストール

DOS、Windows 3.x、OS/2マシンかIntelを使用していないWindows NTマシンにドライバをインストールする場合、必ず古いインストーラを使用してください。　旧インストーラは、ドライバの入っているメディアの /Legacyディレクトリ内に入っています。　旧インストーラは、古いインストール方法を保持するためまだWindows Installerへ移行しない開発者のために残されています。　ただしこれにはいくつか制限があります。　古いインストーラはUSBドライバだけのインストールをサポートしていませんので、そのためには新しいインストーラを使用する必要があります。

マージ･モジュールの使用

以下の説明では、用意されているsetup.exeファイルを使って（コマンド･ラインは使用してもしなくても可）ドライバをエンド･ユーザのシステムにインストールすることを前提とします。　代わりにマージ･モジュールを使用してシームレスにSentinel System Driverを開発者のアプリケーションのインストールに追加したい場合は、Sentinel System Driver Windows Installerマージ･モジュールのマニュアルを確認してください。

インストール手順

	警告：　setup.exeを実行してドライバをインストールする場合、必要ならば自動的にWindows Installerのバージョンが更新されます。　更新の前にプロンプトは表示されません。　Windows Installerを更新するかどうか決めていない場合はこのプログラムを実行しないでください。


1．ドライバがCDに入っている場合は、コンピュータにCDを挿入します。　Autorunが有効であればインストール･プログラムが自動的に実行されます。　自動で実行されなければドライバが入っているメディアのルート･ディレクトリからsetup.exeを実行してください。

2． Windows Installerのバージョンが正しくなければ、自動的に正しいバージョンがインストールされます。

3．
セットアップ･プログラムが旧バージョンのSentinel System Driverを認識した場合、アップグレードするかどうかを確認するプロンプトが表示されます。　確認が済めば、旧バージョンはただちにアンインストールされます。

4．
インストールをComplete（すべて）にするかCustom（カスタム）かを選択します。　Completeの場合はパラレル･ドライバとUSBドライバの両方がインストールされます。

5．
Customを選択すると、パラレル、USB、その両方のどれをインストールするかを選択できます。　使用しているオペレーティング･システムがUSBをサポートしていなければ、USBを選択してもインストールされませんので注意してください。

6．
Install（インストール）を選択します。

7．
Windows 95/98/MEを実行している場合、アップグレードを終えたらリブートするよう求められます。　これは新しいパラレル･ドライバを開始するために必要です。　Windows NTと2000ではリブートは必要ありません。

	注：　setup.exeを使用する代わりに、マージ･モジュールを使ってシームレスにSentinel System Driverを開発者のアプリケーションのインストールに追加したい場合は、Sentinel System Driver Windows Installerマージ･モジュールのマニュアルを確認してください。


変更／削除の方法
1．[スタート]から[コントロール･パネル]を選択します。

2．[アプリケーションの追加と削除]を選択します。

3．Sentinel System Driverという項目を探して選択します。

4．インストーラを使えばインストールを変更、修正、削除できます。　必要なオプションを選択し、指示に従ってください。

5．Modify（変更）を選択すると、後からパラレル･ドライバかUSBドライバを追加または削除できます。

6．Windows 95/98/MEを実行している場合、リブートするよう求められます。　これはパラレル･ドライバの開始／停止に必要です。　Windows NTと2000ではリブートは必要ありません。

インストールのオプション
setup.exeプログラムがWindows Installerの使用バージョンをチェックし、必要なら更新して、その後Windows Installer上で .msiファイルからSentinel System Driverをインストールします。　/vオプションを使い、setup.exe経由でコマンドラインのオプションをWindows Installerに引き渡すことができます。　複数のオプションには引用符が付き、引用符の必要なオプションにはすべて最初に\が付きます。　下記はその一例です：

Setup.exe /v” /qn INSTALLDIR=\”c:\program files\driver\””
このコマンドラインにより、プロンプトの表示なしでドライバをc:\program files\driverディレクトリにインストールできます。　Windows Installerとコマンドラインのオプションについて詳しくは、マイクロソフトのMSDNウェブ･サイトを参照してください。

プロパティ
プロパティを使って、Sentinel System Driverのパッケージのインストール方法をコントロールできます。　Windows Installerにはさまざまなプロパティがあり、コマンドラインのオプションのように構成可能です。　詳しくはマイクロソフトのMSDNウェブ･サイトを参照してください。

Sentinel System DriverのADDLOCAL、REMOVE、REINSTALLプロパティを使って設定できる機能が3つあります：

· ConfigFiles　－　Sentinel System Driverに必要な構成とヘルプのファイルが含まれます。　このオプションは必ずインストールしてください。

· Parallel_Driver　－　レインボー･テクノロジーズのハードウェア･セキュリティ･キーすべてに使用できるパラレル･ポート･ドライバをインストールします。

· USB_Driver　－　USB SuperProのドライバをインストールします。　Windows 98、Windows 2000、一部バージョンのWindows 95のみで有効です。　対応していないオペレーティング･システムでこの機能を選択しても効果はありません。

設定されるプロパティと値はすべて大文字と小文字を区別します。

ドライバ構成プログラム
本バージョンのドライバには新しいドライバ構成プログラムが含まれ、インストールするディレクトリを変更しない限り、C:\Program Files\Rainbow Technologies\Sentinel System Driverディレクトリに入っています。　名称はSetupSysDrvr.exeで、ダブルクリックすると実行できます。　実行するとウィンドウがあらわれ、2、3の構成上の選択肢と、どのバージョンのドライバを認識するかを知らせるメッセージが表示されます。　USBドライバだけをインストールしUSBキーを接続していなければ、ドライバは認識されません。　これはキーの接続時にプラグ･アンド･プレイによってUSBドライバがロードされるからです。　USBキーが接続されていない場合は、ドライバはロードされていません。　パラレル･ドライバはインストールすれば常にロードされるため、必ず構成プログラムがドライバを認識します。

Add/Repair/Remove Installations（インストールの追加／修正／削除）
このオプションを選択すると、インストーラがSentinel System DriverのWindows Installerを実行し、ユーザはコンポーネントの変更やインストールの修正、アンインストールが行えます。　このオプションは[コントロール･パネル]から[アプリケーションの追加と削除]でSentinel System Driverを選択する場合と同じです。　ドライバの構成プログラムがインストール済みのドライバを認識しない場合は、最初にドライバのインストールに使用したSentinel System Driver.msiファイルを使用します。　ファイルを開きOKをクリックするとインストーラが実行されます。

構成ドライバ

このオプションを使用すると、Sentinel System Driverが使用するパラレル･ポートを手動で構成できます。　一般にドライバはパラレル･ポートを自動的に認識し、手動で設定する必要はありませんが、一部のケースでは手動での変更が必要で、このオプションでそれが可能です。　ポートに何らかの変更を加えるとドライバの障害の原因となることがあります。　ポートの変更に関してとさまざまなオプションの意味について詳しくは、このオプションを選択し、Helpを参照してください。

NTパラレル･ドライバの起動と開始

このオプションでNTのパラレル･ドライバの停止と起動が可能で、Windows 2000（Windows NT 5.0と呼ばれることがあります）でも使用できます。　手動でドライバを循環させるのにこのオプションを使用してください。　キーの着脱のたびに自動で停止し起動するUSBドライバにはこのオプションは無効です。　
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